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京大広報
新年を迎えて
総 長 井 村 裕 夫
新年 お め でと うご ざいま す。
平成 9 年， 1 997年 の年頭 に あ た
り， 本年 も京都大学が一 層 発展
い た しま す よ う， ま た京 都大学
の関係 者 の皆 様が益々 お元 気で、
活躍 さ れま す よ う お祈 り い た し
ま す。
申 し 上げ、るま で も な く 本年 は， 京都 大学が創 立百
周 年 を 迎 え る 年であ り ま す。 記 念行事 は 本来 6 月 18
日 の 創 立記 念日 を中 心 に 実施すべき であ り ま し ょ う
が， 何分梅雨 の季節 で行事への差 し さ わ り が懸 念 さ
れま す の で， 11 月 に執 り 行 う ことと い た しま し た 。
11 月 2 日 に記 念式典と祝宴 を 行 い， 11 月 3 日 に は哲
学者の ユ ルゲン ・ ハ ーパ ー マ ス， 分子生物学者の シ
ドニ ー ブレン ナ ー氏 を 迎 え て の記 念講演会， 森嶋
通 夫， 藤津令夫， 利根川 進， 贋中 平祐 の 各氏 ら を中
心と し た記 念 シン ポ ジ ウ ム を 計 画 し て いま す 。 さ ら
に そ の前 後 に， 記 念音楽 会， 百周 年 に 因 ん だ展示，
大学開 放， 全 国 数 カ所での記 念講演会 な ど， 多彩 な
行事の計画が進 ん でいま す。 京 都大学 の 関係 者， 卒
業生 だ けで な く ， 市民 の方々とと も に， 京 都大学の
百周 年 を盛 大 に祝 い た いと考 え て いま す。
昨 年末 に は平成 9 年度予算案 の 内示 があ り， 京 都
大 学 はま た 新 し い 発展 の芽 を 作 る こと ができま し
た 。 本年 は薬 学部 の 大学院重点化が決ま り， 人 間 ・
環境学研究科 の環境相 関研究専攻 の設置 も 認め ら れ
ま し た 。 ま た 長 年 の懸案 で あ っ た総合博物館の設置
が決ま り， 明年 に は建 物 の建 設 も でき る も のと 期待
し て いま す 。 更 に全国で初 め て の総合情 報メディ ア
セン ター の設置が認め ら れま し た 。 こ れ に よ っ て遅
れて い た京 都大学の情報処 理教育 を 一 気 に前 進 さ せ
る 設備 ができ る だ けで な く ， メディ ア を 用 い た新 し
い教育法の 開 発 に向 け て， わが国の大学 をリー ド す
る 一歩 を踏 み 出 す ことと な り ま し た 。 昨 年 に は ス
ペ ー ス ・ コ ラ ボ レ ー ション ・ シ ス テ ム が発足 し て 大
学 問 の 講義や情報の交 換が可能と な り ま し た が， 情
報 シ ス テ ム の 進歩 に よ り 大学教育 は いま 大き い 変革
期 を 迎 え て いま す。 教職員 の皆 様 は こ の点 を 認識 さ
れ， 京 都大学か ら 新 し い型 の教育 を 生み 出 す こと が
でき る よ う是非御努 力 を い た だき た いと思 いま す 。
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そ の他教育学部 に 臨床 教育実践研究 セン タ ー が設 け
ら れ る ことと な り ま し た 。 まだ‘ 小 さ い組織 で は あ り
ま す が， いじ め， 不登校 な ど現代 の学童 の心 を蝕 む
問 題の解決 に 大き く 寄与 さ れ る こと を 期待 し て いま
す。
こ の よ う に組織 の 面での改 革 はほぼ順 調 に 進 ん で
いま すが， 何 よ り も 大切 な こと は 教育， 研究の実 を
挙 げる こと に あ り ま す。 そ の た め に は教職員 の皆 様
の 自覚と努 力 が何 よ り も 重要で、あ り ま す。 昨 年 は全
学 的 な 規模 の教育 に 関 す る討－ 論 集 会 を 行 いま し た
い 一 般教育 に 関 す る レビュ ー委 員 会 に も 活動 を し
て い た だきま し た 。 こ の委 員 会 の結 論 は 間 も な く 出
る も のと聞 い て いま す。 本年 か ら は学部学生の短期
交流プロ グ ラ ム が発 足 し， 世界 各 国 か ら 20名 の学生
を一 年 間受 け 入 れ， ま た 本学か ら同数の学生 を送 り
出 す ことと な りま し た 。 こ の よ う な教育 の 国際化の
進展 は， 先 に述 べた’情 報化の進歩と あ いま っ て， 大
学の教育が全世界 か ら評価 さ れ る 時代 が到 来 し た こ
と を示す も のであ り ま し ょ う 。 教育の改 革 こ そ， い
ま京 都大学が取 り 組 むべき喫緊 の 課題の一 つ であ り
ま す。
さ て す で に述 べま し た よ う に， 本年 は京 都大学が
そ の 第二 の 世紀に向 けて の 第一歩 を踏 み 出 す歴 史 的
な 年と な りま す。 こ の新 し い 出 発 に あ た っ て 重 要 な
こと を 一 言 で表 現す れ ば何が適 当 か， いろ いろ 考 え
て みま し た が， 結局 changeと い う 言葉 を 取 り 上 げ
る ことと しま し た。 京 都大学 は そ の 100年 の 歴 史 の
中 で， 独 創 的 な研究者 を 数 多 く 輩 出 しま し た 。 ま た
わ が国 の 各界 で活躍 さ れた あ る い は活躍 さ れつ つ
あ る 多 く の 人材 を 世 に送 り 出 しま し た 。 こ の こと は
未知 の 世界 へ常 に挑戦 し 続 け た先 人 の， 旺盛 な 開拓
者精神 に 負 うと ころ が大であ ると 考 え ら れま す。 現
在 の 私 達 は， そ う し た京 都大学の過去 の栄光に安住
し て い る ので は な い かと い う 不安が， し ば し ば私 の
心 を よ ぎ りま す。 そ う な ら な い た め に， 私 ど も は絶
え ざる 変革 を 続 け て い かね ばな りま せ ん。
と く に現在 の わ が国 は， 政治， 行政， 経済， 教育
な どあ ら ゆ る 面で閉塞 状況 に陥 っ て いま す。 こ の状
況 を 打 ち破 る た め に， 大学 に寄せ ら れて い る 期待 は
大変大き い も のがあ り ま す。 そ れ は 大学 こ そ， 新 し
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い時代 を切 り拓 く 人材 を 育 成 す ると ころ だか ら で あ
り ま す。 今大学の な すべき こと ， そ れ は勇 気 を持 っ
て 教 育 を ， 大学 の シ ス テ ム を 変革 し ， 新 し い時代 を
築き う る 気概と 個性に富 ん だ若者 を 育て る こと で あ
り ま し ょ う 。 私 が change と 申 し 上 げた の は， そ の
よ う な 意味 に お いて であ り ま す。
最近 の わ が国 の ジ ャ ー ナリズ ム の論調 を見て いま
すと ， 悲観論が多 い よ う に思 いま す。 し か し 私 は か
【大学の動き 】
新年名刺交換会
本学恒例 の新年 名刺交換会が， 1 月 6 日（ 月 ） 午
前10時か ら京 大会館 に お いて ， 井村裕夫総長 を はじ
め ， 奥田 東， 岡 本道雄 ， 沢田敏男 元総長 ， 西島安
則前 総長， 名誉 教授， 教職員 約 200 名 の 出 席 を得て
行 わ れ た 。
はじ め に 井村 総長 か ら 新年の挨拶 があ り ， 次 い で
奥田 東元 総長の発声 に よ る乾杯 の の ち 歓談 ， 午前
10時5 0分散 会 し た 。
井村総長， 連合王国訪問
井村 総長 は ， 国立 大学協会訪英 調査 団 の一 員と し
て ， 11 月 20日 か ら11 月3 0日ま での関 連 合王 国 に 出張
し ， 以下 の 機 関 に お いて ， 高等 教 育 政策並 び に 教
育・ 研究の実情 を 調査 す るとと も に ， 政府と 大学の
関係 者と 意見交 換 を 行 っ た 。
（訪問機関）
連 合王 国 教 育雇用省 ， 連 合王 国高等 教 育評価委 員
会， 連合王国大学長連合会， 21世紀の高等 教育 の あ
り方 を 問 う 諮 問委 員 会 イン グ ランド高等 教 育 出 資
委 員 会， 連 合王国工 学 ・ 物理学研究評 議会， グ ラ ス
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って 明 治維 新と い う 大転 回 を 成 し 遂 げた日 本 人 の エ
ネ ル ギー を信じて いま す。 こ の 一 年 ， 私 は百周 年 の
記 念事業の成功と ， 大学変革の更 な る前 進 の た め精
一杯努 力 し た いと 考 えて いま す。 皆 様方 にと り ま し
で も こ の 一 年 が意 義 深 い 年と な り ま す よ う 祈念 し
て ， 私の新年の御挨拶と い た しま す。
（平成 9 年 1 月 6 日 於 ・ 京 大会館）
ゴ 一 大学， ス ト ラ スク ラ イド 大学， イ ン ペリ ア ル ・
カレッ ジ， ウォリック 大学， ケンブリy ジ 大学， ウ
エス トミン ス タ ー 大学， ブリ ティッ シュ ・ カ ウン シ
Jレ
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部局長の交替等
学 生部長
益 川敏英 学生部長の任 期 満了 に
伴 い， そ の 後任と し て ， 宮崎 昭
農学部教授 （熱帯 農学専攻畜産資
源学講座担 当） が平 成 8 年 1 2 月 16
日 学生部長 に任 命 さ れ た 。 任 期 は
平 成 9 年 1 2 月 15 日ま でで あ る 。
留学生センタ一長
4・晶
宮崎 昭教揮
益 川敏英留 学生 セ ン タ ー 長 の 後任と し て， 宮崎
昭 農学部教授が平 成 8 年1 2月 16 日留学生セ ン タ ー 長
に任 命 さ れ た。 任 期 は平 成1 0年1 2 月 15 日 ま で で あ
る 。
外国人研究者との懇談会の開催
諸 外国 か ら 来 日 し， 本学 に お い て教 育， 研究 に 従
事 し て い る 外国 人研究者と 本学教官等と の交流 を 促
進す る た め， 総長主催 に よ る「 外国 人研究者と 本学
関係 教官等と の懇談 会」 が12月 1 1 日 （ 水） 午 後 6 時
よ り 京 大 会館 で 開催 さ れ， 外 国 人研究者185 名 受 入
教官， 各部局 長及 び国際交流委 員 会委 員 ・ 国 際交流
会 館委 員 会委 員等 65 名 及 びそ の同伴者 の計約3 00 名
が出席 し た 。
懇談 会 は， 井村裕夫総長の挨拶 に続き， 安藤仁介
国 際交流委 員 長 の 発声 に よ る乾杯 で始 め ら れ， なご
や か な懇談 の う ち に， 外国 人研究者の代表 2 名 の ス
ピーチ も あ り， 盛況 の う ち に午 後 8 時過 ぎ に閉 会 し
た 。
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体育指導センタ一 所長
益 川敏英体 育指導 セ ン タ 一所長の後任と し て， 宮
崎 昭 農学部教授が平 成 8 年1 2月 16 日体 育指導 セ ン
タ ー所長 に任 命 さ れ た 。 任 期 は平 成10年12 月 15 日ま
でであ る 。
農学部附属農場長
矢樺 進 農学部附属 農場長 の任
期満了 に伴 い ， そ の 後任と し て 池
橋 宏農学部教授 （ 育種 学講座担
当 ） が平 成 9 年 1 月 1 日 農学部附
属 農場長 に任 命 さ れ た 。 任 期 は平
成 1 0年 1 2 月3 1 日ま でであ る 。 池橋 宏教控
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平成9年度国立学校特別会計予算内示（本学関係）の概要
平成 9 年度国立学校特別 会計予算 内示 の 本学関係 の 主 な 事項 の概 要 は， 以下 のと お り で あ る 。
事 項 f務 考
専攻の設置
（人間・環境学） 環境相関研究専攻 修士課程 27人
博士課程 18人［平成11年 4月から学生受入］
専攻の再編成
農 学 研 究 科 農学ほか1専攻 ｜ 大学院重点化
修士課程 38人→87人
博士課程 23人→43人
（農薬研究施設を廃止転換）
経済学研究科 組織経営分析ほかl専攻 ｜ 大学院重点化
修士課程 22人→36人
博士課程 12人→18人
薬 学 研 究 科 創薬科学ほか2専攻 ｜ 大学院重点化
修士課程 46人→65人
博士課程 22人→29入
学科の再編成
2 学 科 80人→ 1 学科 80人
入学定員の改訂
理学研究科 数学・数理解析ほか2専攻
修士課程 3 人 ll連携 ・ 併任分博士課程 3 人 l
研究施設の整備
（理） 地球熱学研究施設 地球物理学研究施設， 火山研究施設を転換・統合
教育実習施設の新設
（教育） 臨床教育実践研究センター
学内共同教育研究施設の新設
総合博物館
総合情報メディアセンター 情報処理教育センター，（工） 高度情報開発実験施設を転換
学内共同教育研究施設の整備
留学生センター 教官の 増
事務機構等の整備
（施） 機械設備課， 電気情報設備課の設置 ｜ 設備課を振替
（経理） 契約専門員の設置
（学生） 留学生業務担当部門の充実
医学部附属病院の整備
第二 外科
輸 血 部
光学医療診療部
教官の 増
，， 
教官・医療職員の増
研究部門の増設
（基） 非平衡系物理学研究部門 非線形物理学研究部門を廃止転換（時限10年）
研究部門の整備
（化） 生体反応設計研究部門 九州大学有機化学基礎研究センターから流動定員の復帰
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浄局の動き 】
学生懇話室・保健管理セン タ ー
公 開 シ ン ポジウ ム「現代社会と青年」
学生懇話室と 保健管理セン タ ーと の共催 で 「心」
の 問 題 を 取 り 上げ る 平 成 8 年度公開 シン ポ ジ ウ ム を
講演と 対談と い う 形式で 1 1 月 1 3日 （ 水） 午 後 2 時
か ら 4 時半ま で薬 学部記 念講堂 で 開催 し ， 来聴 者 は
180名 を越 え た。
シン ポ ジ ウ ム は， 益 川敏英 学生部長と粛 藤久美 子
学生懇話室 長の挨拶 で はじま り ， まず 大平 健氏 が
現代 人 の 自 己 イ メ ー ジ重視の あ り 方 の歴 史的背 景 に
つ い て ， 次 に 森岡正博氏 が現代社会 に お け る 自 分探
し の 問 題 に つ い て ， そ れ ぞれ講演 し た 。
化学研究所創立70周年記念式典
化学研究所 は 大 正 15 年 10 月 に 設 置 さ れ， 本年 を
も っ て 創立70周 年 を 迎 え た 。 こ れ を記 念 し て 1 1 月 29
日 （金 ） 午前 10時30分か ら 都ホ テ ル に お い て記 念講
演会 ・ 展示 会 ・ 記 念式典及 び祝賀 会 を 挙 行 し た 。
記 念式典 で は ， まず 新庄輝也所長が「 化学 の 多 く
の分野で先鋒 す る 決意 を 新 た に す る 」 と の式辞 を述
べ， 小杉 隆文部大臣 （代理j青木孝悦 学術国際局
研究機 関 課研究調整官 ） ， 井村裕夫総長 （代理 長
尾 真 総長特別補佐 ） ， 文 部省所轄並 び に 国 立 大学
附 置研究所長会議会長 の岩崎成夫東京 大学分子細胞
生物学研究所長 ， 曽我直弘 大学院工 学研究科 長 の来
賓祝辞 があ っ た。 ま た， 佐 藤禎 一 文部省 大臣官房
長， 海外の学術交流 協定機関他関係 者か ら 寄せ ら れ
た 多 数の祝電 が披露 さ れ た 。
続 い て祝賀 会 が催 さ れ， 西島 安則前 総長 ， 本学研
究所長会議世話 役の阪上 孝 人文科 学研究所長， 堀
尾 正雄 名誉 教授の祝辞 の後， 沢田敏男元 総長の 発声
で乾杯 ， 全 国 か ら 出 席 し た 関係 者等 約400名 が歓談
し， 午 後 7 時盛 会の う ち に終了 し た。
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演題と 演者
「 自 己実現， 自 己表現， 自 己発見…と い っ た
自 己00 に つ い て 」
大平 健 （聖路 加国際病院神経 科部長）
「ニヒ リズ ム を 考 え る 一 現代社会 に お い て
生 き る 意味が本当 に あ る の か一 」
森 岡 正博 （ 国 際日 本文化研究セン タ一 助手）
司 会 青木 健次 （学生懇話室 助教授）
（学生懇話室 ・ 保健管理セン タ ー ）
ま た ， 記 念式典 に先 立 ち 開催 さ れた記 念講演会で
は ， 新庄所長が 「金属 人工格 子一 新物質創製 を め ざ
し て 一 」 ， 高浪 満 名誉 教授が 「DNA シ ーケン シン
グ技術の 進歩一 全遺伝情報の 解読 に向 けて一 」 と 題
し た 講演 を 行 っ た 。
一方 ， 展示会場 に お い て は ， 各研究部門 ・ 施設の
研究内容 を パ ネ ル展示及ぴ イ ン タ ー ネッ ト に よ り紹
介 し ， 参加者と の 問 で活発 な 討 議が交 わ さ れ た 。
（イヒ 学研究所）
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平成8年文学部博物館秋季企画展の終了報告
平成 8 年秋季企画展が， 1 2 月 7 日 （土） 終了 し た 。 展示期 間中 の ， 入館者数は次の と お り で あ る 。
期 間 展 刀主 の 名 称
10/29 ｜ 企 画展「荘園を読む ・ 歩く一畿内 ・ 近国の荘園一」
入 館 者 数
一 般 ｜ 学 生 ｜ 職 員 ｜ 特別観覧 ｜ 計
人I A 
I I 588 I 241 178 530 I 1, 537 
12/ 7 ｜ 常設展「日本古代文化の展開と東アジア」
（特別観覧とは学術研究， 視察その他博物館運営研究及び施設見学等である。）
（栄誉 】
（文学部）
上里子季夫名誉教授が
ニュ ー ヨ ー ク科学アカデミ一会員に選ば‘ れる
1 996年 1 1 月， 上野季夫名誉 教
授 はニュ ーヨ ーク科 学 ア カ デ
ミ ー （ServingScience. Technol­
ogy, and Society Worldwide 
Since 1817） 会 員 に選 ばれ た 。
上野名誉 教授 は 1 93 7年 に京 都帝
国 大学理学部宇宙 物理学科 を 卒
業， 理学部講師， 助教授 を 経 て 1 95 9年 か ら 1970年ま
で教授 （天体 物理学担 当 ） を 務 め た 。 その後渡 米 し，
南 カリ フォ ルニ ア 大学文理学部客 員 教授， 電 気工 学
部教授 を 1973 年ま で歴任 。 帰 国後 ， 金沢工 業大学教
授 に 就任 し ， 情 報科 学研究所所長， 研究部長 を 歴任
し た 。 1 987年京 都 コンビュ ー タ 学院情 報科 学研究所
前田圭稽医学部附属病院技官が
人事院総裁賞を受賞
1 2 月 6 日 （金 ） ， 明 治記 念館
（東京 都港 区） に お い て 第 9 回
人 事 院 総裁賞 の 授与 式 が行 わ
れ， 医学部附属 病 院病態 栄養部
前回圭稽 栄養管理室 長が人事院
総裁賞 を受賞 し た 。
人事院総裁賞 は， そ れぞれの
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所 長 に 就任 し現在 に至 っ て い る 。
上野名誉 教授 は轄射 輸達方 程式 の厳密 解法につ い
て は世界 の第一 人者であ る 。 不 変埋蔵 法 と呼 ばれ る
方 法 を 開発 し て ， 2 点境界 値 問 題 を微積 分方 程式 の
初 期 値 問 題 に還元 し 数値解析 的 に解 く こと に成功 し
た 。 こ れ は も と も と恒星 大気の中 で吸収線 形成 や 多
重散乱 光 に 用 い ら れ た 手法であ る が， 天体 現 象 の み
な らず ， 中 性子 の 輸送 ， リ モ ー トセン シン グ に よ る
画像処 理， 医学療法， 制御 理論等々 に応用 さ れそ れ
ら の発展 に 大 い に 寄与 し て い る 。
ま た 国 際 的 な 学 術雑誌＂Astrophysics and Sp ace 
Science， 等 の編 集委 員 も 務 め て い る 。
（ 大学院理学研究科 ）
職場 に お い て 職務 に精励 し て い る 国家 公務 員 を 対 象
に ， 多 年 に わ た る労 苦や不断の努 力 ， ま た 業務上 の
顕 著 な 功績 を評価 し ， 讃 え る こ と を 目 的 と し て ， 昭
和63 年 に 人事院 に お い て創 設 さ れ た も の で あ る 。
今 回 の受賞 は ， 管理栄養士 と し て 治療食 を 創 意工
夫 し 治療効果 を 上 げる と と も に ， 論文， 著書等 を 通
じ食 事療法及 び栄養管理の普及 に 寄与 し てき た こ と
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が認め ら れた も の であ る 。
同氏 は ， 昭 和 38年 1 月 医学部附属 病 院 に採 用 以 来
33年 の 長き に わ た り 栄 養 管 理業 務 に 従事 し ， こ の
間 ， 臨 床 栄 養 学 分野 に お い て先 端 的 な 研究 を 行 っ
た 。 特 に 人工透析 患者の治療食 ， 白 血病患者 に対す
る 無菌食等 ， 独 自 性 に あふ れ た 治療食 を 開 発 し た 。
【日誌 199聞1月1日～11月30日〕
1 1 月 1 日 タ イ 王 国SangaSabhasri 上 院 議 員他 3
名 来学， 総長及 び関係 教官と懇談
5 日 評 議 会
8 日 チ リ共 和 国 国家 科学技術研究会議
Enrique d'Etig ny 会長他 2 名 来学， 総長
及 び関係教官と懇談
，
， 将 来構想検討委 員 会
9 日 文学部博物館公開講座 「 荘 園と 歴 史的景
観」 （以後 の日 程 は， 1 6日 ， 30 日 ， 1 2 月
7 日 ）
1 1日 中華 人民共 和 国科学院 路 南祥副 院長
他 1 名 来学， 関係 教官と懇談
1 2日 平成 8 年度京 都大学監督 者 （係 長級 ） 研
修 （ 15日ま で）
15日 ア メ リ カ 合衆 国 イ ンディ ア ナ 大学
George E. Walker副 学 長他 1 名 来 学，
言ト 報｜
田 中 周 友 名誉教授
本 学 名誉 教 授 田中周友先 生
は ， 1 1 月 14日逝去 さ れ た。 享年
96。
先 生 は ， 大正13年京 都帝国 大学
法学部 を 卒業 さ れ， 同大学法学部
助手， 助教授 を 経 て 昭 和 8 年教授
に昇任 ， 同20年 に 一旦退官 さ れ た が同23年再び教 授
に 就任 さ れ， 羅馬 法講座， 独逸 法講座， イ弗蘭西法講
座， 西洋 法制 史講座 を兼担 さ れた 。 こ の 間 ， 昭 和 15
年 か ら 1 7年ま で評 議員 ， 同25 年 か ら 27年ま で法学部
152 
1997. 1 No. 509 
ま た ， 栄養管理 に つ い て そ の 普及 ， 啓蒙 に努 め た 。
こ の た びの受賞 は ， 京 大病院の中 で治療栄養業務
に専 念 し て い る 職員 に 光があ て ら れ た も の で あ り ，
誠 に喜 ば し い 。
（医学部附属 病 院）
総長特別補佐及 び関係 教官と懇談
19日 評 議会
，， 建 築委 員 会
20日 総長， 国 立大学協会訪英 調査 団 の一 員と
し て ， 高等 教育政策並 びに教育・ 研究の
実情 を 調査 す る た め ， 連 合王 国 を訪 問
(30日ま で）
ペシ カ ナ ダ 国 マ ギ ル 大 学BernardJ. S hapiro 
学長他3 名 来学， 総長特別補佐及 び関係
教官と懇談
ク 国 際交流委 員 会
イシ 国 際交流 会館委 員 会
22日 ニュ ー ジ ー ラ ン ド 国 マッセ イ 大 学J.A.
McWha 学 長他2 名 来学， 総長特別補佐
及 び関係 教官と懇談
25日 教育課程委 員 会
長， 同28年か ら 30年ま で学生部長， 同32年か ら 38年
ま で附属図 書館長 を 務め ら れ， 大学の管理運営 に も
貢献 さ れた 。 昭 和 38年停年 に よ り退官 さ れ， 京 都大
学名誉 教授の称号 を受 け ら れた 。 退官 後 は ， 甲 南 大
学及び京都産業大学の専任 教授と し て研究 ・ 教育 に
尽 力 さ れた 。
先 生 は ， そ の 主著『 世 界 法 史概 説』 の中 に凝縮 さ
れ て い る よ う に ， 実 に 幅広 い 問 題 に 関心 を も た れ，
学 界 に 多 く の寄与 を さ れ た。 現在で も ， 先生 の設定
さ れ た学問 的 な枠 組み を こ え る 業績 は な く ， 逆 に ，
世 界 各地域の個別 法研究へと 学問 の細分化が進 ん で、
い る 状況下 で は ， 先 生 の提示 さ れ た 「世界法 ・ 世界
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糖尿病や糖尿病予 備群 で あ る耐 糖能の異常者 を よ り
多 く 中食 出 できま す。
さ て糖尿病 は ， 勝 臓か ら 分泌 さ れ る イン スリン の
量 的不足ま た は作用 不足 に よ り ， 血液中 のブド ウ 糖
の 利 用 が低下 し ， そ の結果， 血糖値が上 が る 病態 を
い いま す 。 こ の高 血糖 を 長期 間放置 し て お く と 身体
の色々 な 場所 に 合併症と し て いろ いろ な 障害 が出現
しま す。
糖尿病と い っ て も そ の 原 因 は さま ざま ですが， イ
ン スリン 分泌 能の程度 に よ り ， つ ぎの よ う に 2 つ に
大別 できま す。
病型 インスリン依存型糖尿病 インスリン非依存型糖尿病
(l 型糖尿病） (II 型糖尿病）
頻 度 5 %  95% 
年齢 若 い 人 に 多 い 成 人 に 多 い
（最近，子供も増えている）
発症 突然 ゆ っ く り
体 型 やせ型 肥満型
治療 初めからインスリン注射 まず食事， 運動療法から
I 型糖尿病 は ウ イ ル ス の 感染 ， 自 己免疫 に よ り 騨 臓
の イン スリン 分泌 細胞が破壊 さ れ完 全 に イン スリン
が欠如 す る 病態 です。 一方 ， E 型糖尿病 は 日 本 に お
け る 成 人糖尿病 の大半 を占 め ， 緩 徐 な イン スリン 分
泌 の不足や作用不足が原 因 です。
糖尿病(II 型糖尿病） に な り や す い 人と そ う で な
い 人がいま すが， そ の差 を 決め て い る の が危険 因 子
で す。 危険 因 子 に は， 肥満， 運 動 不 足 ， 過食 ， 飲
酒 ， 心 身 ス トレ ス ， 遺伝因 子 な どがあ りま すが， そ
図1 定期健康診断時の尿糖陽性者
（検原全受検者に対する%）
学 生
1.2% 
1.0% 
0.8% 
0.6% 
0.4% 
0.2% 
0.0% 男子
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れ を 多 く 持 っ て い る 人 が糖尿病 に な り や す い の で
す 。 平成 7 年度京 都大学学生定期健康診 断 に つ い て
肥満度の指標 で あ るBMI を 計算 し ， 全学生 を 性別 ，
年齢別 に 分類 し た のが図 2 です。 女 子学生 は 入学時
と 殆 ど変 わ ら な い のですが， 男 子学生で は年齢と共
に 肥満の割合が増加 し て いま す。
高 血糖 を 放 置 し て い ると 様々 な 障害 が出 現 しま
す。 こ れ ら の糖尿病合併症がは っき り す るま で に は
年 月 がか か り ， 初 め の う ち はほと ん ど 自覚 症状 は あ
り ま せ ん 。 糖尿病 の 3 大 合 併 症と し て網膜 症 ， 腎
症 ， 神経 症があ り ま すが， 網膜 症と は ， 網膜 の酸素
欠乏 状態 に よ り 非 常 に脆 い新生血管ができ 大 出 血 を
起 こ す可能性の あ る 状態 です。 出 血 す ると ， 網膜 が
剥離 し失 明 し て しま いま す。 腎症と は ， 高 血糖 に よ
り 腎臓細胞が徐々 に傷害 さ れ， 尿蛋 白 ， 高 血圧 が出
現 し ， 老廃 物 をろ 過す る 力 が失 わ れ尿毒 症 に な り ま
す 。 こ う な ると 人工透析 し な け れ ばな ら な く な りま
す 。 神経 症と は手足の し びれか ら始ま る 障害 です。
最 後 に痛 み な どがわか ら な い状態 に な ると ， 足 の 病
変 な どが加速度的 に 進行 しま す 。 動脈硬 化 も 進行す
ると 足の血管が詰ま り 足 の先 が壊死 を起 こ しま す。
そ の際 に 足 のキズ か らパ イ菌 が進 入 す ると 足 を切 断
し な けれ ば な ら な い状態 に な り ま す。 そ のほ か重 い
合併症と し て脳梗塞 ， 狭心症 ・ 心筋梗塞 な どがあ り
ま す。
糖尿病 は 多 く の場合， 食 事， 運 動療法 な どに よ り
ラ イフ ス タ イ ル を改 善 し危険 因 子 を除去 でき れ ば高
血糖 状態 は改 善 しま す。 糖尿病 で あ っ て も良好 な 血
職 員
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糖 コ ン ト ロ ー ル状態 であ れば， 合併症 は 進行せず健
康 な 状態 が維持 で き る わけ です 。 糖 尿病治療の基本
は食 事療法です 。 医療機 関 で指導 し てい る糖 尿病食
は， バ ラ ン ス の 取 れ た 健康食 です 。 適 正 摂 取 カ ロ
リ ーと配 分 を 守 っ てい れば健康 的 な 生活と 長い寿命
が達成 で き ます 。 ま ず， 悪い食 生活の パ タ ー ン を示
し ます 。 1 ） 夕食 の比重が高い， 2 ） 食品 の偏 り が
多い， 3 ） 食 事時 間 が不 規則 で あ る， 4 ） 朝食 を 抜
く こと が多い， 5 ） 日 に よ っ て食 べ る 量 の差 が大 き
い， 6 ） 調 理済食 品が多い， 7 ） お菓子類が多い，
8 ） 残 り 物 など も っ たい ないと 思い食 べて し ま う，
9 ） な が ら食い をす る， 10） 早食い で あ る 。 一 方良
い食 生 活 の パ タ ー ン は次のと お り です 。 1 ) 3食 の
バ ラ ン ス は等 分 にす る， 2 ） 食 事時間 は 規則 正 し
く ， 3) 3 大栄養素 を偏 り な く 補給す る， 4 ） 食 事
は落 ち 着い て良 く噛んで食 べ る 。
つ ぎ に 運動療法 につい て述 べ て み ま し ょ う 。 運動
療法の効用と し て， 1 ） 血液 中 のブ ド ウ糖 を エ ネ ル
ギーと し て 消 費す る 。 2 ） イ ン ス リ ン 作用 を 増 強 さ
せ る こと があげ ら れ ます 。 酸素 を十 分取 り 込 み な が
ら 血液 中 の エ ネ ル ギー 源であ る 血糖 を燃 や し， ま た
そ の 後 は皮下 脂 肪 など を 取 り く ず し な が ら エ ネ ル
ギー の補給 を 行 う 持 続 的 な 運動が運動療法の基本で
す 。 運 動 を し な が ら隣 の 人と 会話 がで き， あ ま り 息
が上が ら ない 程度， な お かつ， 30分運動す るとシ ャ
ツ を替 え た く な る ほど汗 を か く 程度です 。 運動 中 の
脈拍 が あ が り す ぎ ない よ う に注 意 し ま し ょ う 。 最
図2 肥満度 （BMI)
（平成7年度京都大学学生定期健康診断より）
男 子
25y 
24y 
23y 回20%～
22y ・10%～20%未満
21y 回0%～10%未満
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160 kcal 消費するのに必要な時間
運動の強さ 種 目 分
歩 行 44 
軽 ラジオ体操 54 
自 転 車 54 
階段のぼり 30 
中 ジョギンク 30 
床 掃 除 28 
な わ とび 24 
5盆 平 〉氷 ぎ 16 
バレーボール 16 
低， 1 日 に 1 60 kcal （ お茶碗 1 杯 のご飯 の カ ロ リ ー ）
を 運動で消費す る よ う に し ま し ょ う 。 そ れ に は 表の
よ う な持 続 的 な 運動が必要です 。 徐々 に 時 間 を 増 や
し てい き持 続 的 な 運 動 を 1 60 kcalとパ ーベ ル ・ 短
距離走等 の筋 力 増 強運 動： 80 kcal の 計 240 kcal を
目指 し ま し ょ う 。 早朝 や空腹 時 よ り も食 後 1 - 2 時
間 が よい です 。 で き れば毎 日， 少 な く と も週 3 回 以
上行 っ て く だ さい 。 運動療法 を始 め る前 に は必ず主
治医と相談 の上で始 め る よ う に し ま し ょ う 。
さ て京 都大学の定期健康診 断後 に 尿糖陽 性者 に つ
い て 再検討 をす る の です が， 毎 年新 た に 要治療者が
出 て き ます 。 全学生 で 5 名 内外， 全職員 で20名弱 の
人 が糖 尿病患者と し て加 わ る わけ です 。 毎 日 の食 事
や 運動 に注 意 し， 健康的 な生活 を送 り ま し ょ う 。
（保健診 療所 青野 充）
女 子
24y 
23y 
22y 
21y 
20y 
\ t .�：p,• 絡！＝ 口ん
ドS説稔語審～議議v選？吋，a ,,,_. ・－10%～ー20%未満 19y 19y 
18y 戸 L. j作�·－· ド－20%～ 18y 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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【資料 ） 
京都大学国際教育プログラ ムの
実施について（第二次報告）
平成 8 年1 1 月 25 日
国 際教育 プ ロ グ ラ ム
準 備 委 員 会
本準備委 員 会 は， 本年 3 月 14 日 の 「京 都大学 国 際
教育 プ ロ グ ラ ム の実施 に つ い て （ 第一 次報告） 」 に
お い て ， 短期留 学制度 の 意義， 国 際教育 プ ロ グ ラ ム
（以下 「KUINEP」とし寸 。 ） の概 要， 実施体制 の あ
り 方， 必要 な条件 整備 ・ 基盤 整備 に つ い て報告 し ，
関係 各位 の理解と 協力 を 依頼 し た 。
準 備委 員 会 で は ， 引 き 続 き ， 短 期留 学 制 度，
KUINEP を 発足 さ せ る た め に残 さ れ た い く つ かの課
題 に つ い て詳細 に 検討 し て き た 。 以下 に まと め た の
が委 員 会 で検討 し た事項 で あ る 。 京 都大学 にと っ て
は ， 未 経験の新 し い事業で あ る の で， 各部局 及 び関
係委 員 会の 理解と 協力 を 重ね て お願いす る 。
1 KUINEP学生の募集・受入手続き
( 1 ）募 集手続 き
平 成 9 年 10 月 のKUINEP 学生受け 入 れ に 関
す る 全体の スケ ジュ ー ル に則 っ て 本年 1 1 月 1 日
付け で募 集要項 を 発送 し た 。 送 付先 は 別紙 1 の
16大学であ り ， 応募締 め切 り は ， 9 年 1 月末 日
と し て い る 。
KUINEP は ， 本学と 一 般的覚 書及 び学生交流
協定 を締 結 し て い る外 国 の大学 に所属す る 学生
を 対 象 に募 集す る こと を 原則と し て い る が， 現
段階 で は締 結 に至 っ て い な い が現在学生交流 協
定 の締 結 に 向け て 交渉 を 継 続 中 で あ り ，
KUINEP 開始 時 ま で に 環境の整 う 見込 み の大学
も含 め て い る 。
ま た ， 奨 学金 の 申 請 時期 （ 2 月 ） の 関係 か ら
締 め切 り を早 め に 設定 し て い る が， 今 回 が初 年
度 で あ り 協 定等 の 環 境 整備 に 時 間 を 要す る こ
と ， 及 び奨 学金 は 第 2 回 目 の 申 請 （ 5 月 ） で も
間 に 合 う こと か ら ， 締 め切 り につ い て は柔軟 に
対応す る こととす る 。 上記 の 16大学以外 に も 学
生 の派遣 に積 極的で， 今後の交渉 の進展 に よ り
環境が整 う こと が見込 め る 大学 に つ い て は， 追
加 で募 集要項 を 発送す る 。
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( 2 ） 受入手続 き
協 定 校 は， KUINEP に参 加 を希 望す る 学 生
（以下 「KUINEP 学生」と い う 。） に 関す る 申 請
書類 を 取 り まと め ， 所定の期 日 ま で に京都大学
に送 付す る 。 複数の学生 を 推薦す る 場合 は ， 推
薦順位 を 付す 。
京 都大学 に お い て は， KUINEP 実施の た め の
委 員 会 （仮 に 「実施委 員 会」 とす る 。 ） に お い
て選 考 し ， 受け 入 れ を許 可 し よ う とす る 学生 に
つ い て は ， 実施委 員 会が受入学部 を 決定 し ， 各
学部 に受け 入 れ を 依頼す る 。
KUINEP 学生 は ， 本人の専攻と希 望 に よ り 各
学部の特 別聴 講学生とす る が， ど の学部 に所属
さ せ る かの 判 断 は実施委 員 会が行 い ， 最終 的 な
受け 入 れ決定 は 各学部が行 う 取 り扱 いとす る 。
(3）特 別聴 講学生と し て の受入手続 き
各学部 に お い て は， 本年度 中 に特 別聴 講学生
の受入手続 き等 に 関す る 学部 内 の 規定整備 を 行
う こと が望 ま し い。KUINEP 学生 に 関す る特 別
聴 講学生願書 に つ い て は ， 全学的 に共 通 の様 式
（別紙 2 ） とす る 。
KUINEP 学生募 集 か ら 受け 入 れ に伴 う 事務の
流 れ を図示す ると ， 別紙 3 のと お り と な る 。
2 提供科目の取り扱い
(1） 全学共 通科 目 上 の取 り 扱 い
KUINEP の た め に 新 た に 開発 し た 16の科 目 に
つ い て は ， 全学共 通科 目と し て扱 わ れ る よ う 教
育課程委 員 会 に届け 出等 の 手続 き を 行 う 。 平成
9 年 度 に 開 講 さ れ る 8 科 目 に つ い て 手続 き を
行 っ た 。 （ 別紙 4)
( 2 )  KUINEP 学生の履修
KUINEP 学生 に対 し て は ， l 学期 に 開設 さ れ
る 8 科 目 の う ち 6 科 目 以 上 の履修 を奨励 し ，
KUINEP 申 請 時 に受講希 望科 目 を聴 取 し ， 来 日
後 に オ リ エ ン テ ーショ ン を 実施 し た後， 履修登
録手続 き を 行 う 。
(3) 一 般学生の履修
KUINEP科 目 は， 受講定員 を 40名とす る 。 一
般正規課程学生の定員 は， 各科 目 20名 を 原則と
す る 。 全学共 通科 目 の電算処 理の関係 で， 一 般
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学 生 の履修 手 続 き は， 前 期 （春 学 期）， 後 期
（秋 学期） 開 設分 を あ わせ て 4 月 中 に予 備 登録
を さ せ， 定員 を 上 回 る 場合 に は、 適宜 ， 抽選等
に よ り 受講者 を 決定 し， 一般の全学共 通科 目と
同様 に 5 月 初旬 に 登 録 手続 き を 行 う 方 法とす
る 。
(4）科 目 コ ー ディ ネ ー ター
複数の教官 が リレ ー 式 に 講義 を 行 う 科 目 に つ
い て は， そ れぞれの科 目毎 に科 目 コ ー デイ ネ ー
タ ー を 置 く 。
科 目 コー デイ ネー ター は ， 次の三 点 を担 当す
る 。① 各担 当教官 に よ っ て 作成 さ れたシ ラパ ス
を つ な ぐ科 目概 要 （ オー バービュー ） の 作成，
② 各担 当教官 の授 業 内容， 授業 日 程 （順番 ） の
調整， ③ 各担 当教官 の評 定 のと り まと め 及 び履
修学生 に 対す る 成績評価 。
(5） 成績評価 及 び単位 認定
KUINEP科 目 は， 各科 目毎 に レ ポー ト 試験，
筆記 試験等 に よ り 成績 を 判定す る 。 各学部 は ，
科 目 コ ー ディ ネ ー タ ー又 は科 目担 当 教官 か ら 提
出 さ れ た 成績 判 定 に よ り 単位 を 認定す る 。
(6) 日 本語教育
KUINEP 学生 に 対 し て は， 留学生セ ン タ ー が
日 本語 教 育 を 提 供す る 。 提供す る 日 本語教育
は ， 3ク ラ スと し， 通年の特 別授 業科 目と し て
開設す る 。 各学期ごと に週 4 コ マ の授 業 を 提供
す る 。 学期 の はじ め に プ レー ス メ ン ト テ ス ト を
行いク ラ ス を 決定す る 。 1ク ラ ス は 10 名 を 限度
とす る 。
レベ ルI は ， 日 本語の学習経験の ない 学生 を
対 象 に修了 時 に おい て 日 本語能 力 試験 4 級 程度
を 到 達 目標 に， レベ ルE は， 1 50 時 間 程 度 の 学
習 歴 の あ る 学生 を 対象 に 同 3級程度 を 到達 目標
に， レベ ル阻 は ， レベ ルE修了 程度の学生 を 対
象 に 同 2級 程度 を 到 達 目標 に実施す る 。
日 本語教育 を修了 し て一 定の成果 を修 め た学
生 に 対 し て は， 修了 認定書 を交 付す る 。
参 考 ま で に， 授 業 時 間 割 表 を添 付す る 。 （ 別
紙 5)
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3 京都大学 学生の派遣
学生交流 協 定 は， 相互交流 協定 で あ る の で，
KUINEP の参加校 に 対 し て 本学学生， 特 に学部
学生 を積 極的 に派遣す る こと が可能であ り ， 学
生派遣 はKUINEP 開 設 の 目 的 で も あ る 。 学 生
の派遣 は， あ る 程度 の制度化が必要で、 あ り ， 協
定校 に おけ る短期留 学生の受入 プ ロ グ ラ ム， 応
募 資格 要件 ， 受け 入 れ体制等 の情報 を収 集・ 整
理 し ， 本学学生 に周 知す る 必要 があ る 。
こ の た め， 国 際交流委 員 会 に おい て 学生派遣
に つい て の検討 が進め ら れてい る が， 本格 的 な
実施 に は な お 時 間 を 要す る の で， 来年度 は 試行
的 に一 部 の大学 を 対 象 に派遣学 生 の募 集が進 め
ら れてい る 。
4 受 入 体制
(1） 講義室
講義室 に つい て は ， 40人規模の専 用 講義室 が
必要で あ り ， 留 学生 セ ン ター 内 の 教室 （LL 教
室， 通称 「階 段 教室 」） を改修 し使 用す る こと
とす る 。 同建 物 は 保 存指 定建 物 で あ る こと か
ら， 指 定 要件 に配慮、 し て改修 を 行 う こととす
る 。
(2）宿 舎
KUINEP が全学の協力 体制 の下 に 推進 さ れ る
事業であ る こと か ら， KUINEP 学生 に 対 し て 大
学が責任 を持 っ て宿舎 を確保す る 必要があ る 。
KUINEP 学生 は ， 奨 学金 が得 ら れたと し て も 国
費奨 学金 よ り は かな り 低額 で あ る た め安価 な ，
かつ， 条件 の 一 定 し た宿舎 が望 ま しい 。 こ の件
に 関 し て は， 国 際交流 会館委 員 会及 び関係 部課
に おい て留 学生 全体 の宿舎 事情 を勘案 し な が
ら， 対応策 が検討 さ れ てい る 。
(3）奨 学金
KUINEP 学生の生活条件 を 一 定 にす る た め に
は， 全員 に奨 学金 が授与 さ れ る のが望 ま しい 。
こ の た め， 活用 を予 定 し てい る 日 本 国 際教育協
会の短期留 学奨 学金 への 申 請 に おい て， こ れ ま
で の 各 部局 の採択 実績 に 配慮 し な が ら，
KUINEP 学生 に 関 し て は で き る だけ 別枠 で確保
さ れ る よ う 努 力す る 。
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国際教育プログ ラ ム（ KUINEP）募集要項送付先
平成 8 年1 1 月 1 日 現在
国 名 大 寸且4ー－ 名 覚書締結校 学生交流協定 送付の有無
ア メ カ カリフォルニア大学 。 0 ( 6) 。
カ ナ ダ 卜 ロ ン 卜 大 学 。 ム（ 2) 。
英 国 サセ ッ ク ス大 学 。 0 ( 3) 。
ボ ン 大 寸品aー－ 。 ム（ 2) 。
ド イ ツ ハイデルベルク大学 。 ム（ 2) 。
ベルリン自由大学 。 ム（ 2) 。
スイス連邦工科大学 。 ム（ 2) 。
ス イ ス チュ ーリ ッ ヒ大学 ム（ 2) 。
ロ ーザン ヌ 大 学 ム（ 2) 。
フ イ デ ン 大 学 ム（ 2) 。
オ フ ン ゲ
ユトレ ヒ ト大 学 ム ( 1 ) 。
オ ー ス ト リ ア ウ イ ー ン 大 学 。 ム（ 2) 。
ウ プ サ ラ 大 学 ム（ 2) 。
ス ウ ェ ー テ。 ン
ストックホルム大学 ム（ 2) 。
オーストラリア メ ルボJレ ン大 学 ム（ 2) 。
ニュージーランド オーク ラ ン ド大学 ム（ 2) 。
10 か 国 16 大 学
1) ム印は， 数か月以内に学生交流協定締結の見込める大学。（ ）内の数字は， 交換学生数。
2) 上記は， 第l次発送先であり， 今後の交渉進展により発送先が追加されることがある。
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TRA NSFER STUDE NT APPLICATIO N 
特別聴講学生願書
1997. 1 No. 509 
別紙 2
Date I I 
Day Month Year 
To: The President of Kyoto University 
京都大学総長 殿
Name 
（名前）
(Family name) (First name) 
Date of birth: 
（生年月日） ／ ／ 
Signature· 
（署名）
Day Month Year 
I request to be allowed to take the courses listed below as a transfer student 
貴学の特別聴講学生として下記のとおり聴講したいので許可願います。
1 . Period 
（聴講期間）
2. Courses 
（聴講授業科目）
From: I 
Month Year 
Until I 
Month Year 
(Middle name) 
Fall Semester (Oct. 1 997-March 1 998) Spring Semester (April 1998～Sept. 1998) 
（前期） （後期）
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別紙 3
KUINEP学生受入れに伴う事務の流れ
KUINEP 応募 書 類 を 在籍 大学 に 提 出 。① 
在籍 大学 よ り 京 都大学へ応募 書類 を送 付。 （ 1 月末 日締切 ）② 在外日本公館
実施委 員 会 開催一 受 入 れ学部 を 決定。③ ↑ 
⑪ 受 入 れ学部 に特 別聴 講学生と し て の受入れ を 依頼 。④ 
受 入 れ学部 よ り 受諾 の通知。⑤ 外国人 留 学 生
①↓一学丁
｜
②↓
一 大
一
一 籍 一
↑⑦ーム
空↑⑤
在籍 大学 に選 考結果 を 通知。 （ 2 月末 日 ）⑤ 
在籍 大学 よ り 本人へ選 考結果 を 通知。⑦ 
AIEJ へ短期奨 学金 の 申 請 。③ 
AIEJ よ り 短期奨 学金 の採 用結果通知。① ⑬ ⑬ 
本人へ短期奨 学金 の採 用結果通知。⑬ 
受 入 れ学部 よ り 入学許 可通知 に 関す る 書類 を 発行。
特 別聴 講学生の証明書 （在留 資格 認定証明書交 付 申 請 の た め ） を
発行。
本人へ入学許 可通知 に 関す る 書類 を送 付 。⑬ 
⑪ 
⑫ 京 都 大 学
（実施委員会 ）③
学生部 留学生課⑬
↑↑ 
⑪ ⑤  在留 資格 認定証明書交 付 申 請
・京 都 入国管理局 に ， 在留 資格 認定証明書交 付 申 請 の た め の書類
を 提 出 。受入れ学部
認定証明書交 付 。⑮ 
内容 審査 の う え 可否 を 決定。・ 申 請 書類 を 受理 し ，IJ古
⑪ ④ 
⑫ 
・京 都大学 に 対 し ， 認定証明書交 付。
認定証明書 を 本人へ送 付。
⑫ 在外 日 本公館 （大使 館 ・ 領事館） に， 交 付 さ れ た 在留 資格 認定証
明書 を添 付 の 上， 査 証 申 請 を 行 う 。
⑬ 
宿舎 手配 ， 渡 日 調整等 。
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平成9年度国際教育プログラ ム 開講科目一覧
後期（秋学期） 開設科目
提供部局 授 業 科 目 科目区分名 群 単位
数
開講期
留学生センター COMPARAT IVE ECONOMICS I 教養・専門基礎 A群 2 後期
留学生センター SOCIAL AND INTERNAT IONAL 教養・専門基礎 A群 2 後期RELAT IONS I 
留学生センター JAPANESE CULTURE AND ARTS 教養・専門基礎 A群 2 後期
留学生センター ECONOM IC SYSTEM OF JAPAN 教養・専門基礎 A群 2 後期
留学生センター EDUCAT ION AND TRADIT ION IN 教養・専門基礎 A群 2 後期JAPAN 
留学生センター THE 21ST CENTURY AND 教養・専門基礎 B群 2 後期FOODS 
留学生センター C ITIES IN THE 21ST CENTURY 教養・専門基礎 A · B群 2 後期
留学生センター NATURE AND GEOGRAPHY OF 教養・専門基礎 A · B群 2 後期JAPAN 
（参考）平成10年度前期（春学期） 開設予定科目
提供部局 授 業 科 目 科目区分名 群 位単
数
開講期
留学生センター COMPARAT IVE ECONOM ICS II  教養・専門基礎 A群 2 前期
留学生センター SOCIAL AND INTERNAT IONAL 教養・専門基礎 A群 2 前期RELAT IONS II 
留学生センター JAPANESE MANAGEMENT 教養・専門基礎 A群 2 前期SYSTEM 
留学生センター THE MODERN JAPANESE 教養・専門基礎 A群 2 前期SOC IETY 
留学生センター LAW AND POL IT ICS IN JAPAN 教養・専門基礎 A群 2 前期
留学生センター L IFE SCIENCE 教養・専門基礎 B群 2 前期
留学生センター ENERGY AND ENVIRONMENT 教養・専門基礎 A · B群 2 前期
留学生センター INFORMAT ION AND SOCIETY 教養・専門基礎 A · B群 2 前期
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対回 生象 対学生象
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
対回 生象 対学生象
2-4 
2～4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2-4 
2～4 
別紙4
H 9 授 業
コマ数
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
H 10 授 業
コマ数
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
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別紙5
国際教育プログラ ム授業時間割
平成9年度 後期（平成9年10月～平成10年3月）
品々 月 火 * 木 if. 
II Comparative Economic System of Japanese Culture Nature and Geogra- Education and 
10：・30-
12：・00 Economics I Japan and Arts phy of Japan Tradition in Japan 
皿 Social and Interna- Cities in the 21st The 21st Century Field Trip 13 00- Japanese Language 
14:30 tional Relations I Century and Foods 
or 
N 
14 45- Japanese Language Japanese Language Independent study 
16:15 
Of日ce Hours 
v 
16 30- Japanese Language 
18:00 
平成10年度前期（平成10年4月～平成10年9月）
中里と 月 火 水 木 エ八厄
II Comparative Japanese Manage The Modern Law and Politics in Information and 
10 30-
12:00 Economics II ment System Japanese Society Japan Society 
田 Social and Interna- Energy and Life Science Japanese Language Field Trip 13:00-
14:30 tional Relations II Environment 
or 
N 
14 45- Japaneseしanguage Japanese Language Independent study 
16:15 
Office Hours 
v 
16:30- Japanese Language 
18:00 
平成8年度京都大学市民講座講演要旨
1 0 月 1 9 日 か ら 11 月 2 日 ま での本年度の京 都大学市民講座 は， 「とと の え る 」 を共 通 テ ー マと し て ，
毎週土曜 日午 後， 3 回に わ た り 法経第 4 教室に おい て 開 講 し た。
講義科 目と 講 師 は次のと お り で あ り 以下に 講演要旨 を掲載す る 。
隆平二
成
吉良
素
山
田
田
青嘉
松新
工学研究科 教授
農学部教授
文学研究科 助教授
人 間 ・ 環境学研究科 助教授
都市 をとと の え る
食と 環境 をとと の え る
文化習慣 をとと の え る
心 をとと の え るー フ ロ イ ト の 自 己分析一
｛呂
裕賓
孝
野
杉
主
円
上
医学研究科 教授
教育学部教授
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糖 尿病 をふせ ぐ た めに
生涯学習 をとと の え る
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都市をととのえる
工学研究科 教授 青 山 吉 隆 写真2
「神 は田舎 を 創 り， 人 は 都市 を 創 る 」 と い う先 人
の言葉 があ り ま すが， 都市 は 人類が創 り だ し た最大
の資産で しょ う 。 人類 は古 代 か ら 現在 ま で， 都市 を
とと の え て き ま し た か ら 都市 は そ の 時代 の そ の民
族 の文 明 のショ ー ウ イ ン ド ー の よ う な も のです。 人
類の永 い文 明 の 中 で， 都市 をとと の え る 目 的 は 時代
に よ っ て 変 わ っ て き ま し た 。 都市防衛， 支配階級 の
楽 し み， 宗 教， 修 景， 城下町， 市民生 活の 向 上， 公
衆衛 生 など です。 理想的 な 都市の実現 を 目指 す提案
も 多 く 行 わ れ ま し た。 たと え ばハワ ー ド に よ る田園
都市， オ ー ス マ ン に よ る パ リ 大改 造， さ ら に ル ・ コ
ルピ ジェ の大都市 など 。 現代のニュ ー タ ウ ン， ラ ・
デファ ン ス の再 開 発 （写 真 1） や， 新宿 など の 再 開
発計画 は こ れ ら の影響 を 受け て い ま す。
物づ く り のキ ーワ ー ド は， 用 ・ 強 ・ 美と 言 わ れ ま
す。 用 は 役に立 つ こと， 強 は安全な こと， 美 は も ち
ろ ん美 し い こと です。 我々 は， 近代以降 ま ず 「強」，
写真1
食と環境をととのえる
農学部教授 嘉 田 良 平
今年 に 入 っ て， 狂牛 病 や 病 原性 大腸菌0- 1 57 の
事件 に よ っ て 消 費 者 の不 安 は大 き く 広が っ た 。 ど う
や ら 日 本と い う豊 か な 社会の食 のシ ス テ ム に微妙 な
狂 い が生じ始 め た よ う であ る 。 し か も， 2 1 世紀 に は
地球規模で の食 料危 機が訪 れ る ので は な い かと の不
気味 な予測 も あ る 。 食 をとと の え る た め に は， 地球
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つ ま り 防災 に 重 点 を 置 き ま し た 。 地震， 台風， 火
災， 洪水 など， 安 全 な 都市づ く り ， 国づ く り がすす
め ら れ ま し た 。 し か し阪 神淡路 大震災 は ま だ 「強」
が不完 全 な こと を示 し ま し た。 そ し て 戦後， 「用」，
つ ま り 生 産 に 役立 つ こと に 重点 を 置 い て， 都市 をと
と の え て き た の で す。 そ し て こ れ か ら の 日 本 は
「美 」 が大事だと い う こと に な り ま し た。 こ こ で い
う美と は， 楽 し さ， 優 し さ， 美 し さ， 快 適 さ など 生
活環境全体の グ レー ド アッ プ を 目指 し てとと の え よ
うと い う こと です。 ア メニ ティ， 景観， ボ ン ネ ルフ
（写 真 2 ）， モ ー ル， ラ ドパ ー ン， クjレ ドサック， バ
リ アフ リ ー など お お く の ア イ デ ア が都市づ く り に 生
か さ れ始 め て い ま す。 し か し ま た21世紀 にむけ て，
わ が国 は高 齢化社会， 地球環境， 住 民参 加， 地方分
権 など， 都市 をとと の え る た め の 多 く の 謀題 を抱 え
て い ま す。
（平成 8 年 1 0 月 1 9 日 講演）
環境問 題 に も メ ス を 入 れ ざる を え な い。
今年li 月 に ロ ー マ で 開催 さ れ る 世 界食 料サミッ ト
の 主要 テ ー マ は食 糧安全保障であ る 。 た し か に 世 界
各 地， 特 に 開 発途 上国 に お い て は， 一 見， 食 料生 産
は増大 し て い て も， 実 は不 適切 な 土地利用 など の た
め に 土壌劣 化 や塩害 を 増大 さ せ て い る 。 重要 な こと
は， こ れ ら の環境劣 化 を防 止 し 適切 な 資源管理がで
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き る の は ， そ れぞれの国 や地域の農民だ と い う 点で
あ る 。 こ の資源管理 と い う コ ス ト を 伴 う 作業 に ， い
か に 真正 面 か ら 草の根方式で立 ち 向 か う かが， 世界
の 食 糧 安 全保障 の 重 要 な ポ イ ン ト と な り そ う で あ
る 。 こ の点 で は ， 世界ーの援助大国 と な っ た 日 本の
役割 も ま す ま す大 き い。
そ れ で は， 地 球 的 規模 で 環 境 問 題 が 問 わ れ る な
か， 生 命 と 生活 を 守 る と い う 視点 に 立 て ば， 日 本 は
今後 ど う あ る べ き な の か。 次の 3 つ の方向 性が と り
わ け重要で、 あ ろ う 。 第 一 に ， 検疫体制 を 強化 し ， 原
産 国 表示 を 徹底 化 す る こ と に よ っ て ， 消 費 者 に 安
全 ・ 安心 を 保障す る こ と 。 第 二 に ， 極端 な 輸入依存
型 と な っ て い る 日 本の 食料供給体制 を 見直す と と も
に ， 消 費 者 に 対 し て も ， 本来 の栄養 ・ 健康 に つ な が
文化習慣をととのえる
ーア フ リ カ の フ ィ ー ル ド ワ ー ク か ら
文学研究科助教授 松 田 素 二
文化人類学 と い う 学問 は こ れ ま で世界各地の文
化的習慣 を 研究 し 人類文化の 多様性 を 明 ら か に し て
き ま し た 。 あ る 文化か ら す る と ， 一見奇異な 習慣や
制度が， じ つ は よ く 考 え ら れた 合理的 な シ ス テ ム で
あ っ た ， と い う こ と を 人類学者 は 「発見」 し報告 し
て き た の で、す。 そ こ に お い て 文化的習慣 は ， 世代 を
超 え て 受 け継がれて き た変 わ る こ と の な い実体 と し
て イ メ ー ジ さ れて い ま し た 。
と こ ろ がこ の 10年あ ま り の あ い だ に ， こ う し た 人
類学の姿勢 を 根底 か ら 疑 い 解体 し よ う と い う 動 き が
強 く な っ て き ま し た 。 そ れ は ， 異 文 化 に 出 か け て
い っ て ， 奇 異 な 習 慣 を 得 意 げに 「発見」 し 解説す る
人類学 と い う 学問 の あ り 方への 問 い か けで も あ り ま
し た。
こ の 旧 来 の 人類 学 の パ ラ ダ イ ム へ の 批 判 を 受 け
て ， 現在新 し い 人類学の可能性 を 求め る 実験的 な 試
み が続 け ら れ て い ま す。 そ の な かで 焦 点 の ー っ と
な っ て い る のが， 今回 の講座の テ ー マ と な っ て い る
文 化 的 習 慣 を め ぐ る 問 題 です。 文 化 的 習 慣 の 多 く
1 65 
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る 食生活の 見 直 し が求 め ら れ る 。 そ し て 第三 は ， 人
と 自 然 に や さ し い環境保全型 の 農林水産業 の 立 て 直
し を 図 る こ と で あ る 。
いずれにせ よ ， 日 本 に と っ て の 食糧安全保障 は ，
こ の よ う に量 と 質 の両面か ら 抜本的 に点検 し直すべ
き 時 に あ る と 思 わ れ る 。 長期的観点か ら は ， や は り
安全 な 食 と 環境， そ し て 地域づ く り の視点 に 立 っ て
日 本農業 と 農政 を 再構築す る 作業 も 急務であ る 。 そ
の た め に も 消 費者の理解 と 協力 は不可欠であ り ， 都
市 と 農村が手 を 携 え て ， 地域の足元か ら 食料の確保
と 環境の保全 に 向 けて ， 具体的 に 行動 を 起 こ すべ き
時で は な かろ う か。
（平成 8 年 10月 19 日 講演）
は ， そ れ を 実践 し て い る 当 該文化の成員 に と っ て ，
理屈抜 き の も の です。 た と え ば神社 に い っ て柏手 を
打つ と い う 習 慣 の 意味 を 問 い詰 め ら れ で も ， 私 た ち
は う ま く 説明 で き な い の が普通 で し ょ う 。 こ れ は文
化の オ ー ト マ テ イ ズ ム の 問題です。 あ ら ゆ る も の を
言語化 し 論理化す る 西欧近代 の知 の様式 と は異 な っ
た様式がそ こ に は垣間 見 ら れ ま す。 こ の よ う な 日 常
的 な 知の可能性 を 生活の な かか ら 探 る こ と も ， 今，
人類学の重要 な 課題 と な っ て い ま す。
た し か に こ れ ま での文化論 に お い て は ， 個 人 に 外
在 し て 個 人 を拘束す る 文化の側 面が強調 さ れて き ま
し た 。 と こ ろ がこ の オ ー ト マ テ イ ズム の 見方 に 従 う
と ， 従来 の型 を 微妙 に 変更す る 個 人 の実践や， 従来
の 意 味 を 換骨奪胎 し て し ま う 行為 こ そが， 文化 を 支
え生成 し て い る と い う こ と が見 え て き ま す。 そ し て
こ う し た微細 な 文化の創造者 と し て の視点 は ， こ れ
ま で の 人類学のパ ラ ダ イ ム を 革新す る も の で は な い
か と も 思 え る のです。
（平成 8 年10月 26 日 講演）
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心をととのえる － フ 口 イ 卜 の 自 己分析一
人間 ・ 環境学研究科助教授 新 宮 一 成
精神分析 は 1 9世紀の 末 に ジ グ ム ン ト ・ フ ロ イ ト に
よ っ て神経症の治療法 と し て 開拓 さ れ た 。 し か し 治
療法 と し て の有効性が確かめ ら れ で も ， そ れ を 裏付
け る た め の心の一般理論がな か っ た ら ， そ れ は ま だ
科学的 な 方法 と は い え な い。 そ こ で フ ロ イ ト は ， 夢
と い う 現象 の 中 に ， そ の た め の一般理論 を 構築す る
場 を 求 め た。
フ ロ イ ト は そ れ ま での 治療 の 中 で， 神経症 の症状
形成 の プ ロ セ ス は， 夢の形成過程 と 似て い る と い う
こ と に 気付 い て い た。 そ こ で， 一般の 人 の夢 の 形成
過程 を 明 ら か に す る こ と がで き た な ら ， 神経症の症
状形成 に あ ず か る 心 の 涼 い層 に も 光 を 当 て る こ と が
で き る だ ろ う と 考 え ら れた 。 こ う し て フ ロ イ ト は夢
の研究 に取 り 組み ， 夢 と 症状の両方 を 支 え て い る 精
神作用， す な わ ち 無意識の過程 を 発 見す る こ と がで
き た ので あ る 。 そ の 際 に フ ロ イ ト が調べ た の は 自 分
自 身 の夢で あ っ た 。 彼 は 自 分の夢 と ， 自 分の生活の
中 の 出 来事 と を 丹念 に 調べて， そ の 問 に どの よ う な
ラ イ フ ス タ イ jレをととのえる
一糖尿病をふ せ ぐ た め に－
医学研究科教授 清 野 裕
現在 す で に 発症 し て い る 人 が全 国 で 600 万 人 ／
40歳 以 上 で は ， 1 0 人 に l 人 が羅病 （病 気 に な る こ
と ） ／ ま だ 発 症 は し て い な い が， 血糖値 に 異常 が
認め ら れ る 人 が1 , 200万 人 ／ な ん だ か 品 の な い 感
嘆符のつ る べ打 ち に な っ た が， こ れが平成 日 本の糖
尿病 の現状で あ る 。
糖尿病 で怖 い の は， 最 初 は 殆 ど症状の な い こ と で
あ る 。 し か し 油断 し て 放置す る と 病気が進 む に つ れ
て現れ る 合併症 に 苦 し む。 こ れで眼 を や ら れ， 神経
を や ら れ， 腎臓 を や ら れ， 心臓 を や ら れ る こ と も 多
く ， 患者の社会生活 は著 し い 制約 を う け る 。
糖尿病 は 遺伝的 な 体質 を う けつ い だ も の （極論す
る と 国民の 2 人 に 1 人） に 加齢， 過食， 肥満， 運動
不足， ス ト レ ス な どの環境的 な負荷が加 わ っ て 発症
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関連があ る の か を 次 々 と 明 ら か に し て い っ た 。 そ の
結果彼 が到達 し た結論の骨子 は ， 夢 は偽装 さ れ た願
望充足で あ る と い う こ と であ る 。
夢で充足 さ れ る 願望 の 核 は ， 自 分の生存 を 一 つ の
「現実」 と し て 確 証 し た い と い う こ と で あ る 。 我 々
は 否応 な く 言語的 ・ 社会的 な 構造の 中 に 生 き て い る
た め ， 自 分の生存が現実 と し て 果 た し て 認め ら れて
い る の か ど う か を 不安 に 思 う 。 言語の世界 の 中 に は
「 自 己 言 及」 と い う 原理的 な 限 界 があ る た め ， 誰 に
と っ て も ， 自 分 に 深 く 関 わ る こ と ほ ど， 本 当 に現実
な の か ど う か を 確認 し に く く な っ て ゆ く の であ る 。
こ う し た 苦 し さ に 対 し て 夢が助 け舟 を 出 す。 夢で満
た さ れ る の は， 科学の対 象 と 同 じ よ う な現実性が，
自 分の生存 に も 備 わ っ て い る はずだ と す る 我 々 の願
い な のであ る 。 夢 に 現れ る 不気味 な も の は ， そ の現
実性 を 表現 し て い る 。 た と え そ れがい か ほ ど不気味
で あ ろ う と も ， そ れ が夢 見 る 人 の 生 存 の 現 実 で あ
る 。
（平成 8 年 10月 26 日 講演）
す る 。 し か し ， 第二次世界大戦直後我が国 に は 殆 ど
糖尿病患者 は み ら れ な か っ た こ と を 考 え る と 、 ラ イ
フ ス タ イ ル の急速 な 欧米化が患者の増加 を 促 し て い
る こ と は疑 う 余地 も な い 。 例 え ば糖尿病で は甘い も
の を は じ め と す る 糖分の取 り 過 ぎ と い う こ と が よ く
言 わ れて い る が， 実際 に は そ う で は な く て 脂肪の摂
取量 と 糖尿病患者の増加が平行 し て い る 。 さ ら に 自
動車の登録台数 と 糖尿病患者の 数 も 比例 し て 増加 し
て い る 。
片 寄 り の な い栄養摂取や適度の運動， と い う 体 を
整 え る の に 基本的 な こ と が守 ら れて い な い た め に糖
尿病が起 こ る 。 し た がっ て 体 を 整 え る ， つ ま り 正 し
い ラ イ フ ス タ イ ル を 守 る こ と に よ っ て糖尿病の発症
や， 発症 し た糖尿病 の 進 行 は 防止で き る 。
（平成 8 年 1 1 月 2 日 講演）
京大広報
生涯学習をととのえる
教育学部教授 上 杉 孝 賓
生涯学習 は ， 個 人が主体 的 に 生涯 に わ た っ て 行 う
学習 で あ り ， 学校や社会教育機関 に お い て は も と よ
り ， さ ま ざ ま な 集団 や場 に お い て も 展 開 さ れ る も の
であ る 。 そ れ ら に は ， 何 ら かの課題解決 を め ざ し て
の も の も あ れ ば， 人間性 を 追求 し て の も の も あ る 。
こ れ ら の学習 が， 計画性 を も っ て 行 わ れ， 成果 を も
た ら す も の と な る よ う に 整 え る こ と が謀題 と な っ て
い る 。 そ れ は 自 己教育 と も よ ばれ る も の であ り ， み
ずか ら が学習 を 方向 づけ る の で あ る 。 そ の た め に ，
学校に お け る 学習 意欲の喚起， 学習 方法の習得， 基
礎学力 の 形成 が重要 に な る 。
生涯学習 を 支 え る た め に ， さ ま ざ ま な し く み が存
在す る 。 図書館 ・ 博物館 の ほ か， 日 本の 公民館， 北
欧 や ド イ ツ の 民 衆大学， イ ギ リ ス の 成 人教育 セ ン
タ ー な どがあ る が， 学校開放 に つ い て も ， イ ギ リ ス
や ア メ リ カ の 大学拡張や ス ウ ェ ー デ ン の大学 に お け
る 成 人学生の大幅 な 受 入 れ な ど， さ ま ざ ま な と り く
み が見 ら れ る 。 生涯教育 ・ 生涯学習 を 支 え る し く み
【公開講座 】
－終了報告－
0第四回 文学部博物館公開講座
「荘園 と 歴 史的景観」
期 間
1 1 月 9 日 ・ 16 日 ・ 30 日 ・ 12 月 7 日 の各土曜 日
演題 と 演者
「大和 国 の古代荘 園」
文学研究科助教授 吉 川 真 司
「太子の荘園 法隆寺領播磨国鵠荘一」
兵庫県立歴 史博物館学芸員 小 林 基 伸
「俊乗坊重j原 と 播磨国大部荘」
文学研究科助手 川 端 新
「荘 園景観保存の思想」
文学研究科教授 大 山 喬 平
受講者数 57名
（文学部）
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を 整 え る 施策 は ， 1965年ユ ネ ス コ に お け る P ラ ン
グ ラ ン の提起以来， 国 内外で、広 がっ て い て ， 日 本で
も 1 97 1 年 の社会教育審議会答 申 ， 1971年， 1 98 1年の
中 央教育審議会 答 申 ， 1984 - 1 987年 の 臨時教育審議
会 答 申 ， 1990年 の 生 涯 学 習 振 興 整備法， 1992年，
1 996年 の生涯学習審議会答 申 な どがあ る が， 社 会教
育法の意義 に つ い て も 再認識す る 必要があ る 。
自 治体 に お い て も ， 生涯学習推進計画 を 立て て い
る と こ ろ は 少 な く な い 。 学習情報の提供， 学校教育
と 社会教育 の連携， ラ イ フ ・ ス テ ー ジ 別 の課題設定
な どが 目 につ く 。 リ カ レ ン ト 教育 に つ い て も ， 生涯
職業能力 の形成 を 保障す る 公的職業教育機関 の拡充
が求 め ら れ る こ と に な ろ う 。 再 び職 に 就い た り ， 学
校 に 入 る た め の 準 備 を 行 う ， 「セ カ ン ド ・ チ ャ ン
ス ・ コ ー ス 」 の 充実 も 課題 と な っ て い る 。 「第三年
代の大学」 への と り く み も 国 際 的 に 進展 を 見せ て い
る 。
（平成 8 年 1 1 月 2 日 講演）
0大学 院エ ネ ル ギ ー 科学研究科公開講座
「エ ネ ルギー と 社会 ・ 環境 ・ 技術」
期 間
1 1 月 9 日 （土） ' 1 1 月 16 日 （土）
講習科 目 及 び講師
「熱エ ネ ル ギー の有効利 用 と 環境保全」
教授 池 上 詞
「 プ ラ ズ、 マ と 核融合エ ネ ル ギ ー の生成」
教授 若 谷 誠 宏
「21 世紀 に お け る 資源エ ネ ル ギー の安定供給」
教授 西 山 孝
「エ ネ ル ギ 一 社会工学 ・ 幸福 論」
教授 新 宮 秀 夫
受講者数 70名
（大学院エ ネ ル ギ 一 科学研究科）
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経済研究所公開 シ ン ポ ジ ウ ムの開催
下記 のと お り 公開シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 し ます 。 ご 来聴 を 歓迎 し ます 。経済 研究所で は ，
な の か
20世紀 も残 り わ ずかと な り ， 2 1世 紀 の 世 界 がど う な る の か， さ ま ざ ま な 展望 が語 ら れ る よ
う に な っ て い る 。 こ う し た 中 で， し ば し ば 「奇跡」 と 呼 ばれ る ほど の高 成 長 を 遂げ て き た 東
ア ジ ア の経済 成長 の持 続 を め ぐ っ て 世界的 な 関心が寄せ ら れて い る 。
ス タ ン フ ォ ー ド大学 の ポ ー ル ・ ク ル ー グマ ン は東 ア ジ ア の経済 成 長 は 〈幻〉 で あ ると し て ，
東 ア ジ ア 経済 の潜在成長能力 に 疑 問 を 投げ かけ て い る 。 ま た こ れ ま で の高 成 長 の持 続 に よ っ
て ， 東 ア ジ ア の経済 に は ， 産 業 公害 ， 環境 問 題 や エ ネ ル ギー 制 約 など の成 長 制 約要 因 も 顕在
化 し て い る こと も 確 かであ る 。 さ ら に 1996年 上 半期 に は ， 韓 国 や タ イ など の 一 部 の 国 で は 輸
出 の増 勢の 顕 著 な 鈍化， 成長見通 し の下 方修 正 の よ う な 事態 も 生 ま れ て い る 。 は た し て 東 ア
ジ ア 経済 の ダ イ ナミ ズ ム は 今後 も 続 く の だ ろ う か， そ し て 世 界 の 「成 長 セ ン タ ー 」と し て 世
界経済 の 発展 に 寄与 し 続け る こ と は 可 能 で あ ろ う か。 可 能 で あ ると し た ら そ の条件 は 何 で あ
ろ う か。 そ れと もク ル ー グマ ン の い う よ う に 〈幻〉 に終 わ る の だ ろ う か。
本 公 開シ ン ポ ジ ウ ム は， 以上 の 問 題 を 多 面 的 に 検討 し ， 間 近 に 迫 っ た 2 1 世紀 を 展 望 し よ う
と 企画 し た も の です 。
〈幻〉「奇跡」 は東 ア ジ ア の
（静岡 県立大学国際関係 学部教授 ）
（大阪 大学大学院国際公共 政策 研究科 教授）
（北海道大学法学部教授）
（国連大学主席学術官）
（経済 研究所教授 ）
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（経済 研究所教授）
日 時 ： 1997年 1 月 24 日 （金）午 後 2 時 ～ 5 時
場所 ： 京 大会館210号室 （左京 区 吉田 河原町 15)
光
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